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令和６年度タウンミーティング懇談録（大穂会場） 

 

日時：令和６年５月 18 日（土） 10:00～11:30 

場所：大穂保健センター 

参加者：市長 ほか 参加者 14 名 

 

 

＜懇談録＞ 

〇参加者１ 

娘が今年から中学１年生なんですけれども、学区とその新しい学校の部活動

について、思うところがありまして、まず、学区を決めるところなんですけれど

も、私はほとんど学森の側なんですけれども、遠いところでわざわざ行かされた、

近い人が行かずに遠い人が行っている。このエリアの決め方にもそもそも不満

があるんですけれども、その結果、学森の方は中学受験もありまして、1.5 クラ

スぐらいしかない。８クラスが 1.5 クラスに。ここで何が起きているかといい

ますと、部活動がすごく限られているんです。そもそも行くべき人が行かなくて、

こういう状態だっていうのも変だし、部活動が本当だったら野球、サッカー、バ

レー、バスケ、卓球っていうメジャーどころがなくて、マイナーなバトミントン

だけがある。この選択の仕方もよくわからなくて、せめてそういう中で、できる

ことといえば、学森と研究学園が同じ部活動っていうやり方もあると思うんで

すけれども、そういったところで子供たちが活躍できる場がすごく限られてし

まうっていうことについて改善をお願いしたいと思っています。 

 

●市長 

ありがとうございます。まず学区については、これは本当に学区審議会を何度

も重ねていて、どこで切ってもどうしても、何て言うんでしょう、完全にみんな

納得が得られるような解っていうのはない中で、地域のみなさんとも御相談し

ながら作っていったんですが、御不便をおかけしているところは実際あるなと

思っていますので、そこは御了承いただければと思って。ただ、部活は、もう本

当に、言葉を選びますけど、おっしゃる通りで、今、実は新しい学区の皆さんか

ら本当にたくさん、たくさんというのは特に、この部活を一緒にやりたいと御相

談をいただいているんですね。それをちゃんと、共同でやる仕組みを作る必要が

あるんじゃないかということで、教育長にもよく話をしてあります。そして、教

育長もそれをなんとかしたいと思ってですね、いろんな働きかけをしてくれて

います。ちょっと学校、最終的にもちろん学校の判断になってくるんですが、教
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育長が問いかけているのは、本当に今の形、子供が望んでいるの、ということを

学校に投げかけて、まさに共同で学森と一緒にやるとか、あるいは、部活によっ

ては、もう少し広域で、何校かで、拠点校方式というものを使って実施をしたり

しているケースもあるんですね。ですので、そういうことを、学校もいろんな選

択肢をちゃんと保護者の皆さんにお示しをして、これならできるんじゃないの、

これなら子供が少しやっていくこともできるんじゃないのということも考えて

いかなくちゃいけないだろうということは、強く伝えてありますので、改善の方

向にいって欲しいと私は思っていますし、いかなければ、継続してこれ伝えてい

きます。その話をしたのも少し前の話で、少し前というのも、そんなに前ではな

いという直近で話をしたので、やっぱり子供たちがやりたい部活をできるだけ

選択して、そうすると学校が、何かいや、自転車で行くのは危ないとかそういう

話になっちゃうんですけど、そういうことを言わないで、ちゃんと自分たちで安

全に自転車をこいでいくとか、そういうことであれば、それは何らか責任を自分

で取るということにすればいいじゃないかというような話を、結構、これ実はや

り取りをしていてですね、なかなかちょっと学校が少し慎重だなあと思ってい

るんですが、教育長も教育局としても、粘り強く今学校と話をしていますので、

ちょっと今回こういう風にお話しいただけることは、逆にありがたいことで、タ

ウンミーティングで直接言われましたということで、また改めて週明けですね、

すぐに共有をして、いろんな選択肢を持てるようにするというのは、きちんと伝

えていきたいと思います。御不便をおかけして、申し訳ないと思います。 

 

○参加者１ 

ついでに一言だけいいですか。そういうと、学校はクラブ活動があるじゃない

か、という言い方をしてしまうんですけれども、実際クラブ活動って、相当意識

高い系の人が、集まっていて、途中参入ができないというのが現実なんですね。

私、バスケやっているんですけど、見てたらもうレベルが全然違っていて入って

いけない。その子たちは見捨てられてっていうことがあるので、やはり部活動の

在り方というのを、もうちょっとやはり真剣に考えていただきたいなと思いま

す。 

 

●市長 

地域移行もですね、さっきもうほとんど時間なかったので飛ばしましたけれ

ども、つくば市って、自分としてはそういう認識は全然ないんですが、全国的に

はですね、何か先進地域みたいな認識をされててですね、これでも。実は、かな

り確かにエネルギーをかけてやっているんですが、でもそんな簡単に地域移行

ができるわけないし、うまくコーディネーターがですね、個別に、個別の学校の
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部活ごとにどことどこが一緒にできるだろうというかなり細かい調整をやって

なんとかできて、色々な事例がつくばは報道がされたりするんですけれど、現場

は本当に手探りでやっている状況です。まさにおっしゃるように、クラブでやっ

てくださいっていうほど単純な話ではないと私は思っているですね。私自身も、

地元の少年団にいて、中学校のときは部活動をやって、今で言うと外部指導者の

はしりみたいな感じで、そこに当時の少年団の筑波大のサッカー部の監督だっ

た人が教えに来てくれたりしたんですけど、それは本当にローカルな関係の中

で例外的な話ですけれど、全然レベルが違うというのはそのとおりですし、卓球

なんかだと、大会の上位者は基本、全部クラブ活動、地域のクラブでやってる子

たちが、決勝準決勝で当たるみたいな、じゃあ部活は意味ないのかっていうと、

またそれはそうじゃないと思いますし、そういう在り方も含めて、議論してるプ

ロセスにありますので、問題意識まったく同じだと思っています。ただ聞いて終

わりにするわけにはいかないので、改めてしっかりと伝えたいと思います。ちな

みに何をお子さんはされているんですか？ 

 

〇参加者１ 

バトミントンを。 

 

●市長 

バトミントンは消去法的にやられたんですか？本当は何をやりたかったんで

すか。 

 

〇参加者１ 

そうです。本当はバスケットをやらせたかったんです。 

 

 

○参加者２ 

市長さんには、何度もお手紙を投函して、いつも市長さんからお手紙をいただ

きましてありがとうございます。最近は、お忙しいということで秘書さんからお

手紙をいただいたりしました。今日、ご覧になったとおり、細かく説明していた

だいて、とてもつくば市は、発展途上国で、外国旅行に行ってもね、東京という

よりつくば市ですか、と驚いてくれるんです。だから本当につくば市は希望のあ

る都市で、今からの若い人たちは大したもんですね。それと、今日代表で来たん

ですが、老人の方みなさん足腰悪くて歩けないんですよね。色々あるんでしょう

けれど、昭和生まれの一桁生まれは戦争のため苦労して、日本の国を守ってまい

りました。ですから、もう少し老人の方に耳を傾けてほしいということを市長さ
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んにお願いしてきてくださいということをお願いされました。 

もう一つ、ここで申し上げる問題ではないんでしょうけれど、二の宮の靴流通

センターから二の宮公園の方に入る所の街路樹ね、アオギリがいっぱい生えて

いて、枝がいっぱい伸びちゃって、秋になると落葉樹がいっぱい落ちて、排水溝

に詰まって、道路がびちゃびちゃになっちゃうんですね。あそこから、南大通り

からつるみ薬局の角を入って、二の宮公園に入る、あそこの両方も街路樹のアオ

ギリが伸びちゃってね、あそこ今、問題になっていて、ついでに市長さんにお願

いしてくださいってことで、今日参りました。 

 

●市長 

ありがとうございます。タウンミーティングは初めてですか。初めてな気がし

ませんね。一つ目の高齢者の声というのも、もう、もうめちゃくちゃ聞いてるつ

もりです。聞いてるつもりと言ってもしょうがないので、今日いくつかお持ちし

てるんですけれども、例えばこの市報にですね、今日お配りしてると思うんです

が、ちょうど予算がいろいろ書いてあって、この次に高齢の方向けのサービスが、

さらに充実しましたと書いてあって、例えば、これも高齢の皆さんから御意見を

いただいて、補聴器の購入費の補助というのを、今度新しく始めていくんですね。

やはり高齢の方、聞こえにくくなってくると、なかなか外に出るのも億劫になっ

ていったりして、どんどん閉じこもりがちになったり、それはやはり行政で改善

しようということであったり、タクシー券も、今まではいろいろ制約があったん

ですね。子供と一緒に住んでいると駄目だとか、なんだかんだとか。でももう、

80 歳以上の方は、全員誰でももう申請できますよと。もうどんな所得であって

も大丈夫です。ただ、ご自分でバリバリ運転している方は例外ですけれども、そ

うでない方は、誰でも、所得も何も関係なくであったり、実はさっきの電動アシ

スト自転車の補助も去年まで 70 歳以上だったんですけれども、筑波大の研究チ

ームもこれはすごくいいと、出来れば早く始めたほうが良いというので、これも

65 歳以上まで拡大しましたし、これは全国的にも、まちでこんな金額だしてい

るところは一つもないんですけれども、まちの移動の仕方も、皆さんの健康とい

う意味でも、環境という意味でもすごく可能性があることだと思っていますの

で、ぜひお使いいただきたいなということで、おむつの購入費とか、色々あった

りですね、ありすぎて、在宅高齢者福祉事業のこういうのが色々あったりですね、

あとは、高齢者の皆さんが地域で活躍できるようにというので、これも新しく作

っています。「ツクバネ」ということで、高齢者がいきいきと暮らせるように、

地域のサークル一覧とかそういうのも含めて、全部カバーした、結構こういう冊

子はレアだと思うんですけど、そういうものなどなど、話せと言われれば、いく

らでももっと話しますけれども、高齢者の皆さんの声はしっかり聞いています。
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聞いていますが、でもそういうお声が出るということは、やっぱり皆さんが聞か

れていないんだなと、きっと思っていらっしゃるわけですよ。それはやっぱり、

我々の努力の仕方が足りないんだと思っているんですね。そういうのを伝えら

れるように、今回の市報にも色々載せましたので、ちょうど５月号ですので、５

月号の市報にも色々載っているよとか、そういうのを参加者２さんから周りの

方にお声がけいただいて、めちゃくちゃ高齢者の方の話聞いているなとか、若い

人ばっかりじゃないんだなということをお伝えいただければ嬉しいなと思いま

す。 

２つ目の話をしてもいいですか。街路樹は確かに大きくなっていくんですね。

適正に管理しないと、と思っています。私実は、すごくつくばの街路樹を大事に

していまして、まちの成熟の一つの証だと思っているので、実は私の就任前とい

うか、就任した直後はあの辺の木を全部切る計画があったんですね。これはとん

でもないということで、実際にいろんな専門家と一緒に歩いて、止めたんです。

もう工事始まっていたところも止めて、本当に一部だけ切られちゃったんです

けれども、千本以上…もっとかな。守れたんですけれども、ただ、実際落ち葉と

かたくさんあると思うんです。特に台風時期の前なんかは、大体詰まる場所がわ

かっていますので、それは当時作られた排水が容量的に小さくて、そこに落ち葉

なんかが入ってしまうともうどうにもならないんで、できるだけ、台風シーズン

とかの前には、詰まる所を事前に、もうきれいに１回しちゃっているという、そ

れでも落ち葉のシーズンなんかで、わっと一気に降るとどうしても詰まってし

まうことがあるので、今年もすごく注意深く見ていきますが、適切に剪定をして、

守りながら、できるだけみなさんに冠水で御迷惑をおかけしないような努力は

していますが、やはり木は大事にしながらそういう良い環境を守っていきたい

なと思っています。 

 

〇参加者２ 

 それと、つくタクの問題ですね。桜地区と大穂地区はつくタクが細かく停まる

んです。谷田部地区の方から来るのが、大穂庁舎と豊里の病院しか停まらないん

です。ですから、もし区域があるから簡単にはできないでしょうけど、谷田部地

区のつくタクも細かく停まっていただければと思うんです。タイラヤによく買

い物来るので、あの辺に停まってもらえれば幸いなんです。 

 

●市長 

 つくタクは、どうしてもエリアで切らないとえらい距離になっちゃいますの

で、できるだけ地域内で、病院とかは地域を越えても OK というような仕組みに

しているんですが、御意見としては承りたいと思います。ただ、それはいったん
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はこのままかと。タイラヤがお好きなんですか。並木のタイラヤなんかもね。 

 

〇参加者２ 

荷物がいっぱいあるもんで、大穂庁舎まで３キロほかないんです。ここにつく

タクが来ますからね。できたらタイラヤあたりに１か所停まってもらえる場所

があると助かるなと思います。 

 

●市長 

エリアまたぐと乗り継がなくちゃならなくなりますしね。もう少し近くにス

ーパーがあるとね。二の宮からタイラヤさんに来ていただいているとは驚きで

した。ありがとうございます。 

 

〇参加者２ 

こちらに嫁いだもので、今二の宮にいますが懐かしくてこちらに来ています。 

 

 

〇参加者３ 

いつも住みやすいまちづくりをしていただいて、ありがとうございます。学校

の放課後開放がないものなのかなとお聞きしたいんですけれども。以前は学園

の森義務教育学校に行っていて、今は研究学園中学校に通っているんですけれ

ども、義務教育学校は小中一貫なので、中学校の部活があるから、開放はないと

いうことで理解していたんですけれども、改善できないのかなという思いです。 

 

●市長 

 放課後開放は、グラウンドとか体育館ということですか？ 

 

〇参加者３ 

グラウンドです。 

 

●市長 

グラウンドは、実は基本全部やっていくんですけれども、もちろん中学校は部

活の関係がありますけれども、ただ、開校直後は色々学校も混乱しているので、

少し落ち着いてからやっていくということです。あれ、でも研究学園の小学校で

すか？まだしていない？ 

 

〇参加者３ 



7 

 

まだしていないですね。研究学園小中学校です。 

 

●市長 

色々オープンしすぎていてごっちゃになっているけど、もう１年以上経って

いますよね。確認します。市の方針としては、基本開放していくということを考

えていますし、御存知のように中については、図書室であったり、そういうもの

全部１階のセキュリティ別に配置したので、週末なんかもみなさんに使ってい

ただけるようにしたのに。なんで対象に入っていないんだろう。ちょうど５月に、

この間あたり会議やったはずなんだけれども、スポーツ少年団とかそういう意

味での利用ということですか？ 

 

〇参加者３ 

いえ、遊び場としてなんです。 

 

●市長 

 それはいいご質問ですね。またちょっと別の切り口をしていて、遊び場として

入ってもらう分には駄目とは言わないんですけれども、もっとやりたいことが

あってですね。放課後、そもそも学校で子供たちが過ごせたらいいんじゃないか

と思っていて、我々の頃は、同じ世代だとは思っていませんけれども、もっとお

若いと思っていますが、放課後学校で自由に遊んでいましたし、教室にもいられ

たし、グラウンドでも家に帰らず遊んでいたし、児童館に別に行かなくても過ご

せる場所があったわけですよ。でも今は、責任問題だということで、学校から子

供たちが追い出されるというちょっとおかしなことになっているです。学校を

子供たちの手に取り戻したいなと思っていて、実は今、今年度色々事業を検討し

始めているんですが、放課後そのまま子供たちが学校で過ごせるモデル地区を

沼崎小でやろうと思っていて、そこは色んな放課後に子供は何もしなくていい、

のんびりしもいい、何か遊んでもいい、大人は見守っていて、先生たちではなく

て別の人たちで見守っていて、さらにできれば地域のいろんなことを知ってい

る大人たちやあるいはいろんなことができる大人たちがいるので、地域の大人

たちに先生になってもらって、興味がある子はそっちに行くよ、みたいなことを

したいなと思っていて。他の自治体でそういったことを展開している NPO があ

るので、今年と来年をかけてモデルをやってもらって、良ければそれをいろんな

学校に、できれば全校に広げて、全校まではいきなりは大変かもしれませんけれ

ども、ということを考えています。そうするとお子さんは、放課後学校で過ごせ

る、校庭を走り回ることもできる、学びたければ地域の大人から学ぶこともでき

る。そういう場所にしていきたいという事業、放課後アフタースクール事業とい
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うのを今年度も始めていって、私も先日その代表と話をして、色々相談をしまし

たけれども、そんな取り組みをしていて、ちょっとすみません、今年来年という

わけにはいかないですが、どういう形でできるか、頑張っていきたいと思ってい

ます。遊び場としての学校ですね。 

 

○参加者１ 

学校開放で、夜９時くらいまで体育館を借りることができて、私たち大人が中

学生を教えて、大人同士でバスケやって、遊び場じゃなくて、そういう意味での

学校開放をやっていただければと思います。 

 

●市長 

その学校開放は今、各学校でやっていますので、それに研究学園に入っていな

かったのは何でなのかと思っていたんですが。１年経てば、基本開放するつもり

で動いていたので。 

 

〇参加者３ 

図書館とかは開放されているんですが、校庭がない。 

 

●市長 

そうですね。図書館はもちろんやっていますし、部活があるから難しいってこ

となのかな。グラウンドは中学校は部活があるから仕方ないのかな。研究学園小

学校は体育館は開放しているようですね。中学校は体育館と武道場は開放して

いる。スポ小の皆さんとかも会議に来ていただいていて、調整して、もうたぶん

終わっている。開放はしている。 

 

 

〇参加者４ 

パーキンソン病でしゃべるのが大変なのでゆっくりしゃべります。病院に行

って難病指定の証明書を医者に書いてもらうと 8,000 円くらい取られるんです

ね。 

 

●市長 

 パーキンソンの証明を書いてもらうということですか。 

 

〇参加者４ 

 はい。実際医者には、金額は忘れましたけれども月１割に対してこれしか出な
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いと。なのでちょっと御相談させていただきたいなと思って。 

 

●市長 

 はい。それはお医者さんに証明書を出してもらって、その証明書を何かに使い

たいと。 

 

〇参加者４ 

難病指定の証明書。 

 

●市長 

難病指定の証明書として使いたいけど、お医者では 8,000 円かかると言って

いると。 

 

〇参加者４ 

10,000 円超えた分しか出ないと。１割しか。8,000 円で書いてもらっても出な

いと。 

 

●市長 

それは 10,000 円超えないと、超えた分しか出さないというのは、市がそう言

っているということですね。 

 

〇参加者４ 

 保健所ですね。 

 

●市長 

 保健所のほうですか。なるほど、ちょっと私こういう御相談を今回初めて受け

たので、把握していませんでした。保健所だと茨城県の管轄になるので、どうい

う仕組みで保健所がその補助を作っているかですとかですね、難病指定の関係

の枠組みとして何ができるのかとか、ちょっと考えてみたいと思うんですけれ

ども、参考までに市役所には御相談はもうしていただいていますか。 

 

〇参加者４ 

 市役所にはしました。それで市役所の方でも、１割ということになりました。 

 

●市長 

 １割の補助ですか。 
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〇参加者４ 

 個人負担が 1 割ですね。 

 

●市長 

 個人負担が１割ですか。 

 

〇参加者４ 

 市役所の方は問題ないです。ありがとうございます。 

 

●市長 

 よかったです。今日は鈴木将県議が地元ですね、いらっしゃっているので、後

で鈴木県議なんかにも御相談してですね、保健センターは茨城県の所管でやっ

ていますので、どういうことができるかとか、私もちゃんと問題把握した上で県

に御相談したいと思います。しっかり確認をして、またお伺いしたいと思います

ので、今日お名前とかは書いていただきましたよね。 

 

〇参加者４ 

 書きました。 

 

●市長 

 じゃあ後で担当から御連絡するようにしますので、教えていただいてありが

とうございました。 

 

 

〇参加者５ 

 予算の一覧がここに書いてありますが、この中の誇れるまちというところに、

ノーカーボンシティとかそういう事に関して予算がついていますが、一昨年だ

ったかこの会場で、市が所有する公共の建物の屋根とか駐車場にソーラーパネ

ルを作ってくださいと私がお願いしたんですね。そしたら市長が、いきなりはで

きないので、調査をする、その予算はつけましたと、そういうお話があったんで

すが、それはその後どうなったんでしょうか。 

それと、同じカーボンの問題でデータセンターですね、データセンターもこれ

ができる時に、私がやはり実はこれは大電力を使うので、造っちゃだめですよと

言ったんですが、市長がそれは煙もくもくの公害の施設を造ることはないでし

ょうと、おっしゃっていたんですが、今度造るデータセンターは、１ギガワット
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です。１ギガワットの電力を使うんです。これは原発１基分ですよ。こんな大電

力をつくば市で作れるわけないので他から買ってくるわけですね。他っていう

のは東京電力とか、そういうところで。これは火力発電です。だから、つくば市

ではそのデータセンターを運用すると、他の所で炭酸ガスをものすごく出すと

いうことになります。これは誇れるまちではないです。だから、実際データセン

ターは、例えばさくらインターネットって会社は政府の認めるデータセンター

で運営してますが、これは石狩、北海道にあってグリーン電力しか使わないんで

す。それから、ＮＥＣもデータセンターが大事だっていうので、川崎市と神戸に

あるんですが、これも川崎や神戸は自分で電力をつくれないので、グリーン電力

を買える仕組みがあるんですね。そういうものを使って運営するというのをや

ろうとしているんですね。だから、つくばにできるデータセンターは、グリーン

電力を使うようにして欲しいと市の方で要望していただきたいんですけど。 

 

●市長 

はい、1 つ目の方は調査はですね、ほぼ終わりました。どういうところだった

ら載せられるというような結果が出ましたので、これから順次、公共施設に載せ

ていくという手はずを整えています。特に、今回ゼロカーボン、脱炭素先行地域

に指定されたのが中心市街地ですので、中心市街地にかけては、かなりいろいろ

調査をして、まず公共施設なんですけれども、民間の施設もできれば協力をして

もらいたいなと考えていまして、それを今回市だけで申請したのではなくて、中

心市街地の事業者の皆さんと一緒に取り組んでいますので、そういう皆さんと

もですね、連携しながら、できるだけやっていきたいと。それはなぜかと言うと、

この脱炭素先行地域は、再エネ 100 でエリアをまわしていくことを目指してい

て、それを実現をして、そのモデルを市内全域にしていくということが、我々が

そこに選んでいただいた大きな目標ですので、それはやっていかなくちゃいけ

ないと思っています。当然、市内全域になると、先ほどのお話と関連してくるん

ですが、やはりグリーンの調達をしてもらわなくてはいけないと思っています。

それは企業にとってはプラスのコストですけども、もはや企業も出資を受けた

りする際にも、グリーンな電力を使っていないと、経営自体もですね、やっぱり

逆に危なくなってきているという流れがあると思います。ＥＳＧ投資の流れが

ありますので、例えば先ほどの中心市街地の中でも常陽銀行さんなんかはもう、

我々が持ちかける時には既にグリーン電力を調達してますということをおっし

ゃって、だから喜んで一緒にやりますよと言ってくれたんですけども、やっぱり

企業の感度ってそういう意味では良いので、それを今することは経営戦略上、社

会貢献とかそんなこと別に思っていても、思っていなくても、もうそれをやらな

いと企業としてなかなか厳しくなってきてるということがあると思っています。



12 

 

ですので、今回、グッドマンというオーストラリアの会社ではありますけど、彼

らもいろいろな形で環境への配慮は意識はしてくれていますが、もちろんデー

タセンター全部調達するというのは、多分ハードルは、かなりあるとは思うんで

すけれども、そういうことをまさに今、参加者５さんがお話ししたようにやって

いるところもありますので、そういう働きかけはですね、私からも継続して粘り

強くいろいろな話をしていて、そういうプロセスでどんどん転換していっても

らうことが大事だと思っていますし、まさに今回中心市街地でやる時も常陽銀

行さんみたいな会社ばっかりじゃなくてですね、実は、そんなの金かかるから嫌

だと言われたんですね、ちょっと社名は控えますけども。でも、粘り強く話して、

分かりましたとなったんです。だから、そういうプロセスを行政が、そこには私

も直接介入したんですけど、市全体としてグリーンな調達に転換していこうと

いう流れを作っていくための汗をですね、これからも一生懸命かいていきたい

と思いますし、逆にこうやって言っていただけるとですね、そういうことをどん

どん言いやすくなりますので。はい、ちょっと今、替えさせますとは言えなくて

申し訳ないのですが、替えてもらう努力は本当に全力でやりたいと思っていま

す。ありがとうございます。 

 

〇参加者５ 

この紙面になかったので、ちょっと心配だったのですが、そういったお答えと

いうことで安心しました。それとですね、ソーラーパネルも進化があって透明な

発電もできるようになってるんですね。そういうのは日本人が発明した商品で

す。積水化学とかそういったところがやってまして、フランスではお墓の上にソ

ーラーを置いたりそういうことやってる地域もあるんですね。ぜひ、企業、それ

からつくばには研究所もありますから、他と協力する格好で進めてもらいたい

です。 

 

●市長 

はい、ありがとうございます。私も透明なのを写真では見たことありますが、

こういうのがどんどんきてるんだなというのはすごく関心を持って見てます。

ちょっと関連して、その研究機関のお話でいうと、作る方も大事なんですが、消

費を抑える方も同時に大事だと思っていて、省エネの話なんですけど、やはり省

エネって、相当な部分断熱処理によって改善をすると。だから、地球の未来のた

めには、いかに既存の建物も含めて、断熱処理をして省エネ化していくかという

のが大きなテーマなんですが。実は、まさにそのつくばの研究機関の物質・材料

研究機構発の会社で Thermalytica という会社なんですが、ここで超断熱材みた

いなものを作ってくれているんですね。今、つくば市はその会社を全力応援して
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いまして、一緒にルクセンブルクに連れて行ったり、日本のそういう企業支援と

か、海外の企業支援プログラムも一緒にやってもらったりしているんですが。そ

れがすごいのは、塗れるんですね。その超断熱材を。既存の建物に塗って、効果

を発揮していくことができるので、うまくはまればですね、とんでもないことが

世界中で変化を起こせると思っています。今、市で全面的に協力をしていて、建

物に塗ってどうなるかとか、そういう検証とかを今ちょうど進めているところ

ですので、これ海外の元大臣とかも、いろんな大臣が注目してくれたりしていま

すので、そういうつくば発のものを市のサポートで、全国、世界に広げていって、

世界に本当にまさに誇れるまちにしていく、つくば発の断熱材が地球を守って

いるというようなことに、本気でこれができるくらい可能性があると思ってい

るので、そういうことの努力を併せてしていきたいと思っています。ありがとう

ございます。 

 

 

●市長 

 先にごめんないさい訂正が１件あったので、研究学園小中のグラウンドは、小

中共用なので部活の関係で開放していません。そういう理由でということです。

じゃあ後でまた。すみません、失礼しました。 

 

 

○参加者６ 

市長のディスプレイには、ともにつくるという言葉を見ました。僕はすごく嬉

しいなと思っていました。残念ながら、私の３年前に市長にお話ししたことが、

ごみ焼却場の… 

 

●市長 

覚えています。いいですかもうお答えをしてしまって。 

 

〇参加者６ 

はい、いいよ。 

 

●市長 

クリーンセンターですね、そこで、いろいろ行列ができたりしているので、そ

の外周路を作ってほしいという御提案をいただいて、実は予算を取ったんです。

調査をかけて設計をしました。本当は、今年度工事をする予定だったんですが、

3,000 ㎡の面積を超えると、今度、土壌汚染対策法というのがあってですね、土
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壌の調査をしないといけないという規制があったので、その土壌調査を今やっ

ているんですね。土壌調査が終われば、今度、道路の工事に入っていけるので、

土壌調査結構時間もかかるので、その予算取ってありますので、それを終えて、

土壌の問題がなければ来年度工事ができると、そういう状況で、確実に進めては

いるんですけども、そこでちょっと余計な時間が今かかってしまってるという

のが、途中経過の御報告です。 

 

〇参加者６ 

 一言で言うと、遅いね。 

 

●市長 

 遅いですよね。そうですよね、もうちょっと早くできるといいですね。 

 

〇参加者６ 

 僕としては、いきいき走っているように見えるようにお願いいたします。 

 

●市長 

はい、そうなんですよね。どうしてもあらゆるものがそうなんですけど、計画

を立てて、設計の予算、設計で１年ぐらいかかって、工事が１年ぐらいで、どん

なに早くても２年かかるんですが、今回そこに調査というので追加で１年かか

ってしまっているという状況で申し訳なく思います。 

 

○参加者６ 

 じゃあいつ頃 100 パーセントできるんですか。 

 

●市長 

土壌の問題が無ければ、これ来年度予算で当然取る話になりますし、来年予算

が３月の議会で成立をしたら、いわゆる入札というのをかけてですね、入札で業

者が決まって契約をして工事開始なので。そうですね、それぐらいの時間、来年

の夏か秋かという感じですかね。ただ入札は公平にやらないと、つくば市もね、

かつていろんなことがありましたから、そこでね、もう早くやんなくちゃ駄目だ

って言って、こういう業者にお願いしちゃえみたいなことは、基本、許されてい

ないですから法律上で。ですので、私ももどかしいことは結構あって、なんでも

っと早くやれないのかなってあるんですけど、そうやって、例えばどっかにお願

いしても、そうするとね、別に実際関係がなくても、なんか市長が癒着をしてそ

こに頼んだみたいな形になっちゃうので、プロセスはやっぱりちょっと踏まな
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くちゃいけないというのが現実としてはあります。私ももどかしいとは思いま

す。民間だったらすぐちゃっとやっちゃいますから、友達の会社とかに頼んじゃ

えばいいわけですから。ただ、そういう訳には行政はいかないということで。 

 

〇参加者６ 

まぁ、早めに。あともう１つ、すみません。今日ＯＨＰの中にはね、小学校の

廃校のことがあったと思います。文芸。 

 

●市長 

 文芸は田水山小ですね。 

 

〇参加者６ 

これこの間ちょっと参加しましたけど、図面はちゃんと引いてあるけど、４ｍ

も道路がないのにここで文化拠点を作って果たしてやっていけますかな。あと

もう１つね、この拠点として、うちの家族のやや上にあるんだよ。僕の家族がそ

の下にある。 

 

●市長 

 学校の目の前が御家族のお家ということですね。 

 

〇参加者６ 

 それで拠点の話をいうと、上に筑波山が見える非常に良いところだよとか。と

ころが、それを作ると家族の生活が 100％全部変わる。動物園だよね。 

 

●市長 

 ご家族の生活がどうなっちゃうのですか。うるさくなるということですかね。 

 

〇参加者６ 

そう、今後うるさくなる絶対。 

 

●市長 

はい。地域での説明会などももちろんいろいろやらせていただいて、区長さん

方に御相談したりしてはいて、確かに今と同じではと思いますが、元々小学校だ

った場所ですので、やっぱりここには賑わいがありましたし、子どもたちの声も

響いていましたし、逆にやっぱり、そういうものが２中７小が合併をして、なく

なってしまったりして、地元の皆さんから、やっぱりにぎわいをちゃんと生み出
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すような、人が来るような場所にして欲しいというようなリクエストもありま

したし、できるだけ、もちろん御迷惑おかけしないようにとは思いますけれども、

何て言うんでしょうね、学校をまた別の形で地域にとってもプラスになるよう

なものに転換していくプロセスですので、そこは御理解いただければなと思っ

ています。ただ、もちろんね、それで何か余りにも日常生活が成り立たないよう

なことが起きてしまったら良くないですから、こちらでも注意しながら見てい

きますけども。できればね、いろんな世代がその地域に来るということは、逆に

言えば大きな価値だと思っていますので。いやむしろ俺のところにこういうの

作って欲しかったよという廃校近くのご自宅の方もいらっしゃったりしますの

で。別の学校でね。だから、そこはすみません、ぜひ御理解をいただければと思

います。 

 

〇参加者６ 

他人に迷惑をかけない工夫しなければならないと思うんですよ。 

 

●市長 

できるだけ配慮はしていきます。 

 

〇参加者６ 

まあ市長の顔で…市長がやってください。 

 

 

〇参加者７ 

つくバスのダイヤ改正について申し上げたいんですが、いろいろとクレーム

はあるかと思いますが、自分の体験を一つ。小田に住んだのは、元々は竹園にい

たんですが、環境が良いということで参りました。その時につくバス小田シャト

ルがあることは非常に大きな頼りだったんですけど、どんどんつくば駅に出る

のが時間がかかるようになったり、停留所がどんどん増えていくんですよね。そ

れは仕方ない、そういう方針だというのは前に説明をうかがったので分かった

んですが、今回の４月からのダイヤ改正で平日も休日も減ってるんですけども、

特に休日の減り方が酷くて、ちょっと４月になってから東京に出たんですけど、

前は９時 55 分が最終だったんですが、今は７時５分。1.3 時間短くなったんで

す。早くなったと言うのかな。それは全然気が付かなくて、せめて８時くらいま

では大丈夫だろうと思っていたら、全然乗れなくてちょっと困りましたという

ことがございまして。これはいろいろ説明もされていたと思いますし、さっき赤

字だというお話がちらっとあったと思いますので、理解できないことはないん
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ですが、何て言うんですかね、地域の足なんだし、それから東京との繋がりはＴ

Ｘですけど、ある意味では唯一のものですよ。大穂に出ればなんとかなるんだけ

ど、その間が昼間に２、３本しかないとかね、ということで、困っているという

ほどではないんですが、ちょっとこういうことがあることだけお伝えしたいな

と思いました。 

 

●市長 

はい。これは申し訳ございませんと言うしかないんですけども、つくバスは、

さっきのコストの話は自動運転の話でして、これは自動運転バスが１億円の赤

字というだけで、つくバスはですね、赤字云々とは実は全然関係ないところで、

2024 問題というのがありまして、今年の４月から残業時間の規制が法律でめち

ゃくちゃ厳しくなったので、あとドライバーの休憩時間とかも含めて、バスに限

らずなんですけど。全国でですね、今までのドライバーの数だと、とても回せな

くなってしまうということがあります。我々も、関鉄と何度も協議をして、もち

ろん予算をもっと増やしたりすることもできるんですけど、もう予算の問題じ

ゃなくてドライバーが物理的に足りないということで、まさに週末はつくバス

33％減便、1/3 減らさなくちゃいけなくなったと。これは本当にやりたくなかっ

たですし、まさにバス停の圏域をですね、500m のカバー率を 300m カバー率とい

う、できるだけ近くにバス停を置けるような改編とかも進めてきたんですが、今

回は今までの充実と全く逆の減便ということになってしまいました。これは本

当に皆さんに申し訳なく思っています。全国的にみんな首長たちが悩んでいて、

どうしようということになっているんですが、悩んでるだけじゃしょうがない

ので、実はつくば市で今度、これも恐らくやはり全国でやっていないんですけど、

新しい取組として、つまりドライバーがいないんですね。ドライバーがいないな

ら、もうドライバーを市で育てようという事業をですね、今、国の予算を申請し

ていて多分通ると思うんですけども、ドライバーバンクというものをつくろう

と思っています。何をしようとしてるかと言うと、バスもそうですけど、タクシ

ーもですね、特に駅前なんかは、行列ができちゃっていて、タクシーのプールに

１台もいないようなことが夜とかなっちゃうんですね。それで結構待たなくち

ゃいけなくなったりすると。タクシードライバーも足りない、バスドライバーも

足りない、そうなっては移動できないじゃないかということで、国がようやくち

ょっとだけ規制緩和をして、いわゆる２種免許というお客さんを乗せるための

免許、お金貰ってお客さんを乗せるための免許じゃなくても、載せていいという

規制緩和をちょっとだけしたので、その活用をして、地域のタクシー事業者とか

バス事業者と連携して、地域全体で募集をしようと。まず、１種免許で活躍して

いく人を、研修をちゃんとしながら、安全に運転できるようにしてもらおうと。



18 

 

さらにそこでしっかりと動けるようになっていったら、２種免許を取得するの

も、市で全力で応援をしようと。そうやって、潜在的にドライバーになれそうな

ですね、少し時間があって余裕があるような方たちを、雇用を育てていけば、市

で雇用をしたり、関鉄さんの中でも雇用をできるというような事業を今進めて

いく準備をしています。何か、長々と話していますが、そういうことをとにかく

して、なんとかこのドライバー不足を解消して、本当につくバスが御迷惑をおか

けしていることは重々承知なので、また、そういうところからですね、これなら

もうちょっと便利に、また元には戻せなくても、もう少し充実されられるかなと

いう流れに転換していくべく、できるだけのことはやっていきたいと思ってい

ますので、ちょっとそんな答えでは、今のお困りごとはすぐには解決しなくて、

申し訳ないのですが、できるだけ努力をしていきたいと思っています。 

 

 

○参加者８ 

今の話に付随することなのですが、タクシー補助券を私今いただいているん

ですけど、使いづらくて、タクシー券が３枚までしか使えないんですね。迎えを

すると１枚 500 円ですから、あと２枚ですと 1,000 円、そうすると、ほんの少し

にしかならないんですね。私も去年、自転車の５万円をいただいて、自転車をや

ったんですけど、それでも足らなくて、歩いて行くんですけど、３枚目ではちょ

っと少ないかなと。せめて、迎えすれば、あと２枚とか、１枚とか。料金は、限

度額があると思うんですけど、それを使ってしまえば、後は使えなくなるけども、

なんとかそれができないものかなと。 

 

●市長 

ありがとうございます。 

 

〇参加者８ 

 先ほど、つくバスは色々聞くと使いづらいと。今言ったタクシー券が３枚から

５枚くらいになれば回数は減るけども、今言った小田の地域も例えば大曽根あ

たりから小田まで行くとそんなにかかんないと思うんだよね。つくバスだった

ら、つくば駅から結構かかるけども。そんな感じで 1,500 円だとちょっと辛い

なと。 

 

●市長 

 はい、ありがとうございます。迎車で１枚。実はこれも今までより増やしてき

たんですね。あれ、僕が市長になった時は１枚だったのかな。これじゃだめでし
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ょって話をして、１回２枚にして、いやもうちょっとしたらって言って今３枚に

なっていて、御意見は承りました。そうなんですよね、人によって別にたくさん

１回で使えたほうが良いっているケースがあるのは確かにそうで。ただ、できれ

ばいろんな機会に外出する機会の回数を増やして欲しいというので、こういう

仕組みには今なっていて。ただ、確かに迎車で１枚使ってしまうと、あと２枚と

いうのはちょっと足りないかなとも思います。 

 

○参加者８ 

 ちなみに駅から 1,500 円だと、洞峰公園くらいなんですよね。それから、自分

の自宅まではその倍以上かかります。だから、せめて 1,000 円くらい出してい

ただければ、あとは自分の足でも、ちょっと 500 円とか 1,000 円足せば何とか

なるかなと思いましたので。 

 

●市長 

 ありがとうございます、貴重な御意見をいただきまして。御意見としていただ

きましたので、定期的に今の制度で本当に市民が助かっているのかどうか、市民

に寄り添えているかっていうのは議論をしていますので、具体的な数値の分析

とかをしてみて、どういうニーズがあるかとかを見たいと思います。ありがとう

ございます。 

 

〇参加者８ 

 それとね、高齢者の運転の問題でいろいろと都合がありますよね。私も返納し

ようかと思ったんですけど、やはりタクシーがもっと使えれば、返納しやすいか

なと思ったので、その辺の考えを一度聞かせていただければなと。 

 

●市長 

 はい、ありがとうございます。免許返納はですね、今までは免許返納してよと

言えるような状況ではなかったと思うんですよ。だから、私実は免許返納をして

くださいというのは、市長になってから一度もしてないんですね。免許返納して

も自由に移動できるという環境がないので。だから、今回の自転車に関して言え

ば、かなり大きな補助ですので、免許返納していただけたら上乗せはできますよ

というようなスタンスです。 

 

〇参加者８ 

 ちなみに今日自転車で来ました。 
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●市長 

 電動アシスト付き自転車ですか。 

 

〇参加者８ 

 はい。 

 

●市長 

 いいですね。市の補助での電動アシスト付き自転車ですかね。そういう話はす

ごく嬉しいです、ありがとうございます。良いですよね、電動アシスト付き自転

車ね。 

さっきのつくタクについてはですね、これもまさに使いにくいんですね。１時

間に１枠しか予約がつくれないので、これも来年度は、全部ＡI オンデマンドと

いうことで、予約を今だといろいろ制約があるんですけど、自由にいつでも予約

できるようにしてというので、茎崎で実験したんですね。実験して非常に良かっ

たので、この仕組みを全市に広げていきたいと。そうすると、今は１時間に１枠

なんですけど、理論上は１台につき１時間に６枠まで。理論上はですよ。それは

過密している所だとあれですけど。実際、茎崎でやった時も大体１時間に２枠く

らいは埋めることができましたので、もっと使いやすいものにしていきたいと

思います。 

 

 

〇参加者９ 

 よろしくお願いします。私、今日軽い気持ちで来てみたんですけど、みなさん

みたいに切実な気持ちがないんですけど、市長ってやっていて楽しいですか。 

 

●市長 

市長はですね、めちゃくちゃやりがいはあります。それも楽しいという表現も

できると思います。まあまあしんどいこともたくさんあります。特に、体力的に

というかですね、本当に土日が全く無い仕事ですので、平日もあれなんですけど、

実は市長になってから、私２回入院をしていまして、扁桃炎と肺炎で、どっちも

要するに過労だと言われたんですけど。いい加減にしろよと、医者から怒られた

んですけど。３度目の入院をいかにしないかというのが自分の中で大きなテー

マなんですが、ただやっぱり、ものすごくやりがいは感じています。こうやって

皆さんからいただい御意見を、市で話をして、議員の皆さんとも相談をして、新

しい制度をつくることによって、やっぱりちょっとでも困ったことが改善をす

るということは、自分にとってはすごく嬉しいことだし、それを楽しいと表現す
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れば、すごく楽しい仕事だと思います。それはなぜかというと、市議会議員を８

年やってたんですけど、どれだけ提案をしても、やっぱり変わらなかったんです

ね。ただ、今は、それもこうやって皆さんから聞いたお声を、かなりある意味直

線的に変えることができると。さっき部活の話のように、なかなか教育ってちょ

っとあまり直接的な影響をしてはいけないと法律で決まっているので相談しな

がらやっているんですが、そういう意味では楽しくやらせていただいています

が、お答えになっているでしょうか。 

 

〇参加者９ 

 なっています、ありがとうございます。 

 

●市長 

 楽しそうですか。どうですか。 

 

〇参加者９ 

 楽しそうに見えます。 

 

●市長 

 じゃあよかったです。 

 

〇参加者９ 

 お身体お大事に。 

 

●市長 

 ありがとうございます。それだけはいつも気を付けたいと思っています。 

 

 

〇参加者１ 

 つくば、高校が無い問題について、どのように考えていらっしゃるかお聞きし

たいです。待ったない状況で、ちょっと妙案があるんですけど、廃校を高校にリ

ニューアルするとかしていってみてはいかがでしょうか。 

 

●市長 

ありがとうございます。むちゃくちゃ今一生懸命頑張っているところなんで

すけども。県立高校が足りないのは明らかで、私も知事に会うたびに、今度また

来月か再来月くらいに予算の要望を上げに行くんですけど、常に県立高校を早
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く作ってくれという話はしています。ただ、県は作る気ないです。全くないです。

なぜかというと、全県で見れば子供が減っているからって。いや、そんなことは

当たり前でしょという話をしていて、つくば市だって減ってるところがありま

すよと。でも、増えてるところもあって、増えている分は作ると、それが行政じ

ゃないんですかって話をしてやってるんですが、まあ県は作る気ないです。新し

く作らないのは、それは長期的な課題でいいけど、今ある学校に増設をまずした

らいいじゃないですかって話なんです。つくば市なんて、もうしょっちゅう学校

の増設をしているんですね。もし今プレハブって言っても、すごくいい形のもの

がありますので、もう毎年、去年も６教室竹園西（※竹園東）に増やして、もう

２億数千万円なんですよ。栗原にも４教室（※３教室）かな、もうばんばん増や

してるんです。いいじゃないですか、その後転用していけば。例えば、竹園高校

に６教室１学年２クラス増やすだけでも定員が 80 人増える訳なんですよ。土浦

一、二とかもどんどん減ってるんですけど、そこを増やしたらいいじゃないです

かと。それが、今残念ながら県は、牛久栄進高校を１クラスだけ増やしますと言

っているわけですね。なんですか、それと。いや、今ちょうど教室、空き教室が

あったからと。何を言ってるんですか、そんな次元の話じゃないですよねという

ことを言ってですね、先週県の教育長が来たんで、かなり激しくそれについては、

もう本当に本気で考えてくださいと、僕らはできるだけの努力をしてます。例え

ば、筑波高校に行くためにも、やっぱり遠いからね、バスが無いとかって、県が

それで定員を増やさないとか言っていたので、今、県立高校に通う子供たちの補

助金を市で用意してるというような状況で、そういう努力を我々もしてるんで

すと。あなたたち何をやったんですかっていう話だと正直思っていまして、強く

強く求めていっています。学校跡地なんかもですね、いろいろなお声をいただい

ていますので、市の学校跡地はとてもじゃないですけど狭いので、もうほとんど

２中７小が廃校になったんですけど、１つはＮ高というのが誘致ができたので、

Ｓ高と言うんですけど、Ｓ高が使っている中学校が大きい方、もう１個東中学校

は自転車とジオパークの拠点に転換できたので、もう小さい小学校しか残って

いないと。ですので、ちょっと高校にはなり得ないんですけれども、まぁまぁ適

地がですね、まだ市内にもあったりしますので、そういうのを県として買ってく

れという、市としても本当にやるんだけど、県は市で市立高校をつくるんだった

ら全面的に協力するとか言ってるんですけど、具体的なことを聞いてみたら、一

切何もなくて、教員の人件費も全部市が出してくれみたいな話なので、何が協力

なのかと。建物もつくってくれるのかと思ったら、建物も市でつくれみたいな、

じゃあ何かといったら、教員の配置だけちょっと協力はするとか意味分かんな

いこと言っているので、本気で考えてほしいということを言い続けています。こ

れはもう常々できることをやりながら、県に対しても常に求め続けていこうと。
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市立高校をつくったらいいと言われる方もいらっしゃるんですけど、これだけ

学校を増やしているんですよ、小学校、中学校を。３年間で６校（※５校）オー

プンさせるみたいな、全国的にも無いわけですよね。そこにかなりの予算と職員

も含めて投じて、いろんな取組をしながらやっていて、最低限県の仕事の県立高

校くらい、県でやって欲しいなというのが本音としてはあります。 

 

〇参加者１ 

 よろしくお願いします。 


